
雑草の花 100 高橋修 

 

小錦草、春紫菀、姫女菀、シャガ、タカサゴユリ、母子草、「傍食(かたばみ)」、「犬蓼(いぬたで)」、水引、ヒメ

ツルソバ、ムラサキカタバミ、ホトケノザ、白粉花、ナガミヒナゲシ、 

 

 

 

 

 



  

赤い茎と緑の葉のコントラストが織物のよう→小錦草 

茎を切断すると乳液。 

 



  

 ハルジオン春紫菀：春に咲く小さな紫色の花のキク（菀）。菀は漢語でキク。 

 ヒメジョオン姫女菀：お姫様のように小さいキク。 

 



 

日本にあるシャガは全て種子ができません。株分けで増えていった。 

 



 

 
自分の花粉で受粉する自家受粉ができる。種子は発芽してその年に花を咲かせることができる。 

タカサゴユリは、花の外に赤紫色の筋が入いる。 

 

 



 
春の七草の一つで「おぎょう」「ごぎょう」と呼ばれています。若い茎や葉を七草粥に入れて食べます。 

 

 

 

 



 
 

 
葉の一部が窪んでおり、これを片方食べられたという意味で「傍食(かたばみ)」となりました。 

 

 



 

 
葉に辛味がなく、役に立たないという意味で「犬蓼」。 

 

 

 



 
 

 
花は十字に分かれ上が赤色、下が白色で、これを紅白の紙ひも「水引」にたとえたのが名前の由来。 

 



 
 

 
 

 



 
 

 
ムラサキカタバミは、種子を作る能力がありません。 

鱗茎。クローン増殖。 

 

 

 

 

 



 
 

 
 

名前の由来は、葉が仏様のお座りになる蓮華座の形に似ているから。 

 



 
 

 
オシロイバナ（白粉花）の名の由来は、熟した果実を割ると、中から粉状のものがあらわれ、これを白粉に見

立てたからです。 

 

 



 

 
ナガミヒナゲシの種子はとても小さいです。ひとつの花で種子を大量につくることができる。 

 

 

 


